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【問題と目的】 
 
入学・卒業・進級・転校などに伴って，児童生徒はそれまでの慣れ親しんだ旧環境から離れ、新しい
環境へ移行する。こうした新環境への移行について Wapner, Kaplan & Cohen(1973)は，新環境に移行
したとき人間の行動を人だけの活動として扱うのではなく，環境を含めた全体を一つの「人間－環境シ
ステム」と考えることの重要性を主張し，環境移行以前に構築されていた個人とその環境との安定的な
関係が一時的に，そして急激に崩れ，移行後に新環境と個人との間に調和のとれた状態（均衡状態）を
再構築する必要に迫られる危機的な環境移行であると述べた。さらに，Wapner & Demick（1992）に
よれば環境は，物理的環境（自然物と人工物），対人的環境（他の人々），社会・文化的環境（法･規則・
慣習）の 3 次元から構成され，個人は環境からの働きかけに対して，受動的に順応･同化するだけでな
く，新環境に能動的に働きかけ，環境との間により調和のとれた状態を築きあげようとする存在である
ことが強調されている。 
こうした理論に基づいて小中学校における環境移行期の児童生徒の学校適応を取り上げた研究とし
ては，内藤・浅川・小泉・米澤（1985），米澤・内藤・浅川・水掫（1985），小泉･藤田（1993），小泉
（1995），澤田・古川（1996），南・浅川・秋光・西村（印刷中）などがあり，中学校新入生の対人関
係網は中学校入学後の約 1 ヶ月に急激に展開されることや，中学校入学後の適応状態の差は半年後ほぼ
見られなくなることが報告されている。また，中学校入学後の学校適応感は小学校で形成された適応感
に対応して形成されることや，中学校入学前の不安が高いほど情緒的安定性を含めた学校適応感が低い
ことが明らかにされている。 
小中学校の移行期の児童生徒に対する支援について，澤田・古川（1996）は中学校入学までに中学校
に対する期待を育て，過度の不安を軽減し，さらに目標達成の自信度を高めるような働きかけを行うこ
とが，入学後の学校適応を促進させることにつながると述べ，具体的な方法として小学校での中学校側
による説明会やオリエンテーションの充実，小学校児童と中学校生徒との親密な交流の場の提供，入学
前児童の複数回にわたる中学校の体験入学の実施をあげているが，それがどの程度有効的に働き得るの
かの実証的な検討は今後の課題とされていた。 
中学校への入学は，新入生に対してそれまでの小学校の生活とは異なる教育環境と認知される可能性
が考えられ，浅川・尾﨑・古川（2003）によれば，中学環境の移行が順調に行われるように，小学校と
の連携のもと中学校においても社会性や対人関係能力の育成，さらに学習への意欲の向上など教育援助
的な取り組みの導入の可否やその効果の検討も必要であると述べているように実証的な検討の必要性
が求められている。 
また，児島・佐野（2006）は，中学 1年生へのオリエンテーション活動の充実を図ることや学校行事
や教師間の小中連携等のあり方を示し，河村・粕谷・鹿嶋・小野寺（2008）は，定期的なアセスメント
に基づいた対人関係構築のためのエンカウンターによるリレーションづくりとその評価の重要性を示
している。しかし，実証的検討が十分に行われているとは言えず，特に全生徒を対象とした 1次的心理
教育援助サービス（石隈，1999）を目的とした取り組みについては，浅川他（2003）が指摘するよう
に導入の可否やその効果の検討が必要であると言えるだろう。 
ところで，現在の教育基本法・学校教育法においては「伝統と文化の尊重」が示され，現在多くの学
校で日本の伝統的な文化が導入されている。その結果，書写やそろばんの他，和楽器の演奏をはじめ体
育分野での剣道や柔道などが取り入れられるようになった。しかし，このような伝統的な文化の導入が，
児童生徒にどのような教育的効果をもたらしているのか検討したものは見あたらない。 
そこで本研究では広島県Ａ中学校における和文化教育プログラムの教育的効果の検討を試みる。Ａ中
学校においては，俳句や書き初めの他に琴を実際に演奏したり，空手道や杖道（1）に取り組むことで，
日常の学習への興味や関心，意欲を高めようと和文化教育の取り組みを行っている。このような和文化
教育プログラムを「人間－環境システム」（Wapner et al.，1973； Wapner & Demick，1992）の立場
からとらえるならば，一定の枠組みを持つ和文化という物理的環境，全員が参加するという対人的環境，
一定の決まり事やルールに基づいて参加するという社会･文化的環境という環境の 3 次元から構成され
ており，生徒たちにはこうした環境に対して能動的に働きかけていくことが期待される。そこで，全校
生徒もしくは学年全体の全ての生徒が同じ活動に取り組むという「形から入る教育」の枠組みの中で実
施される教育活動が，中学校新入生の学校適応の面でどのような教育的効果をもたらしているのかを縦
断的にとらえることは，今後の和文化教育の広がりを考える上で重要なことであると思われる。 
本研究の目的は，和文化教育プログラムが中学校新入生の自尊感情と学校適応感に及ぼす効果を縦断
的にとらえることである。さらに，直接生徒とかわっている教職員にとっては和文化教育プログラムの
効果や生徒の学校適応の状態を簡便な方法で把握することができ，日常の指導等に生かすことが可能と
なろう。また，学校の特徴（規模や地域性）を生かした教育プログラム開発を進める際の知見を得るこ
とができ，モデルケースとしての役割を果たすものと考える。 
 
 
【方法】 
 
研究協力者 
広島県内のＡ中学校１年生 55名および兵庫県内のＢ中学校１年生 86名の計 141名が研究協力者とし
て本研究に参加した。分析にあたっては回答に不備のない 133 名の回答が分析の対象となった。Ａ中学
校は和文化教育プログラムを実施する群（実験群）とし，Ｂ中学校は和文化教育プログラムを実施しな
い群（対照群）であった。 
調査時期 
2010 年 6 月，2011 年 2 月 
手続き 
中学生を対象とする質問紙調査では①学校適応感の測定にあたっては，浅川他（2003）によって開発
された学校生活適応感尺度を一部修正したものを使用した。この尺度は，「部活動」「教師関係」「家族
関係」「学習関係」「メンタルヘルス」の 5 下位尺度から構成されていた。②自尊感情の測定にあたって
は、Rosenberg（1965）によって作成された自尊感情測度の 10 項目を，山本・松井・山成（1982）が
邦訳したものを一部中学生にふさわしい言葉遣いに修正したものを使用した。これら 2 種類の尺度に対
する反応は、非常にそう思う（4 点）、かなりそう思う（3 点）、少しそう思う（2 点）、全くそう思わな
い（1 点）の 4 件法により求められた。 
 
 
【結果】 
 
自尊感情得点 
自尊感情得点を従属変数，学校と性を独立変数とする 2（時期）×2（学校）×2（性）の 1 要因を被
験者内要因とする 3 要因混合計画の分散分析を行った。 
その結果，時期の主効果が有意（F（1,133）=24.15,p<.001）であり，2 校ともに 6 月より 2 月の得点が
低かった。また，6 月の時点ではＢ中学校よりのＡ中学校の方が得点は有意に高かった（F（1,180）
=4.52,p<.05）が，2 月の時点では 2 校の得点には統計的な差は見られなかった。時期・学校別・性別の
自尊感情得点の基本統計量を Table1，学校別の自尊感情の変化を Figure1 に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
N ６月 ２月
Ａ中 男 28 25.21 22.61
(6.66) (5.63)
女 24 25.33 22.96
(5.68) (5.78)
Ｂ中 男 38 24.34 22.84
(6.42) (6.47)
女 47 21.87 20.49
(4.57) (5.17)
Table1　自尊感情の基本統計量
上段：得点平均値　　下段：標準偏差
Figure1
学校別の自尊感情得点の変化
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学校適応感得点 
学校適応感（6 月・2 月）の各下位尺度得点を従属変数，時期および 6 月の自尊感情得点の平均値に
よって高低に 2 分された群と学校を独立変数とする 2（時期）×2（群）×2（学校）の 1 要因を被験者
内要因とする 3 要因混合計画の分散分析を行った。 
その結果，「部活動」「教師関係」「学習関係」において時期の主効果（「部活動」:F（1,133）=25.84,p<.001，
「教師関係」:F（1,133）=14.83,p<.001，「学習関係」:F（1,133）=32.01,p<.001）がみられ，いずれも 2 月よ
りも 6 月の得点が高かった。また，「家族関係」においてはＡ中学校の低群とＢ中学校の高群・低群に
時期の単純主効果（Ａ中低群:F（1,50）=6.89,p<.05，Ｂ中高群:F（1,83）=6.31,p<.05，Ｂ中低群:F（1,83）
=15.65,p<.001）がみられ，いずれも 2 月よりも 6 月の得点が高かった。 
さらに，「部活動」「教師関係」「家族関係」「学習関係」において群の主効果（「部活動」:F（1,133）=8.34,p<.01，
「教師関係」:F（1,133）=29.07,p<.001，「家族関係」:F（1,133）=18.57,p<.001，「学習関係」:F（1,133）
=25.44,p<.001）もみられ，いずれも低群よりも高群の得点が高かった。一方，「メンタルヘルス」にお
いても群の主効果（F（1,133）=38.67,p<.001）がみられたが，こちらは高群よりも低群の得点が高かった。 
学校別・自尊感情群別の学校適応感下位尺度得点の基本統計量を Table2 に示す。 
 
Table2　　学校別・自尊感情群別の学校適応感下位尺度得点の平均と標準偏差
部活動 （６月) 20.27 (3.02) 19.00 (4.31) 19.82 (4.99) 18.09 (4.80)
（２月） 19.30 (4.41) 14.42 (5.12) 17.49 (5.51) 16.91 (5.03)
教師関係 （６月) 15.52 (4.70) 11.21 (2.68) 17.90 (3.34) 14.07 (4.44)
（２月） 13.88 (5.04) 10.63 (3.06) 15.87 (4.68) 12.63 (4.47)
家族関係 （６月) 18.88 (4.28) 16.63 (4.67) 19.15 (3.48) 17.07 (4.57)
（２月） 18.94 (3.57) 14.58 (3.59) 17.56 (4.19) 14.76 (4.48)
学習関係 （６月) 16.27 (4.01) 12.68 (2.58) 16.51 (4.49) 13.87 (4.00)
（２月） 14.21 (3.71) 10.42 (2.48) 15.10 (4.66) 12.43 (3.50)
メンタルヘルス （６月) 10.73 (3.32) 14.89 (3.73) 10.95 (3.62) 15.65 (4.03)
（２月） 11.45 (3.54) 13.84 (4.94) 11.67 (3.80) 15.65 (3.81)
低群 高群 低群 
 N =39  N =46
　　左側：下位尺度得点平均値　　右側：標準偏差
 N=33  N=19
Ａ中 Ｂ中
高群
 
 
【考察】 
 
自尊感情得点の 6 月から 2 月までの変化（Figure1）をみると全体的に低下しているが，それぞれの
時期の得点を学校間で比較するとＡ中学校の方が高い。自分自身の良さに気付いてそれを大切にしてい
こうとする気持ちや，自分自身に自信をもたせて目標に向かって努力しようとする意欲を育てることが
自尊感情を高めることに通じていく。その意味で，Ａ中学校では和文化教育プログラムを通して，日常
の学校生活全体の中に，一生懸命に取り組もうとする姿勢やまわりにいる同級生の頑張りを評価するこ
との意識が高められていたと考えることができるだろう。しかし，6 月よりも 2 月の得点が低かったこ
とについては，中学校生活がスタートして約 9 ヶ月が経った時期であることを考えると，和文化教育プ
ログラムを行うか行わないかということではなく，この時期は中学校入学後に何度か経験したテストの
得点がよくなくて自己評価を下げてしまったり，他者の目を気にするようになる時期であるといえる。
さらに第二次性徴期に重なり身体の変化に違和感を感じる時期でもある。したがって，日常の学校生活
の中で生徒の心理的なサポートを行っていくことが重要であろう。さらに，2 年生，3 年生へと長期に
わたり継続的に検討を行うことで，和文化教育プログラムが自尊感情や学校適応感に及ばす効果につい
てもより明確になるのではないだろうか。 
学校適応感の下位尺度の一つである「家族関係」において，Ａ中学校の自尊感情高群は 6 月から 2 月
にかけて変化がみられなかったが，Ａ中学校の低群とＢ中学校の高群・低群はいずれも 6 月から 2 月に
かけて得点が低下していた（Figure2）。このことから家族とのつながりや関わりの強さ・深さと自尊感
情の関係が示唆される。Ｂ中学校高群の得点が低下していたことから和文化教育プログラムの有無が
「家族関係」に関与している可能性があるといえるだろう。 
一方で「家族関係」以外の「部活動」「学習意欲」「メンタ
ルヘルス」においては学校間の差がみられなかった。このこ
とから，和文化教育プログラムは学校適応感に教育的効果を
もたらさないとみるのではなく，和文化教育プログラムその
ものが，生徒の興味関心を惹く内容になっているのかという
ことや教師側の意図するところがどの程度定着しているのか
ということを改めて見直すきっかけにすることができるので
はないだろうか。 
最後に，「人間－環境システム」（Wapner et al.，1973； 
Wapner & Demick，1992）の立場から，和文化という形か
ら入る教育について述べる。一定の枠組みを持つ和文化とい
う物理的環境からみると，時間やスペースが決まっているこ
とや方法や手順が一定であること,どこからどこまでという
範囲（到達点）がわかりやすいことがあげられるだろう。日
頃経験しないことへの取り組み（新しい環境への短期的な移
行）にあたって,生徒自身が何を目標に,どのように取り組むのかということは重要なことである。そし
て全員が参加するという対人的環境からみると,周囲の同級生と協働して取り組む必要性が生じ,さら
に一定の決まり事やルールに基づいて参加するという社会･文化的環境からみると,活動の中で生徒自
身が自らの役割を果たそうとしたりすることで,自らが設定した目標や目的にしたがって相互交流を行
うことになる。和文化の体験という新しい環境へ働きかけようとするところに和文化教育プログラムの
意義があるといえるだろう。 
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注（1）この杖道教育プログラムの特徴は，単なる武道・武術の復古ではなく，形から入る教育という点にあり（前原，2009），
杖道とよばれる「杖」（じょう，つえとよばれる木製の棒）を用いた現代武道を体験する。基本的技術の習得だけでは
なく技の意味や相手との関係を考えることで，これらの過程で生じた課題に向かって真剣に努力し，自他共に向上する
ことを喜ぶ人間関係を持つことができるようになることが期待される。このように日本の伝統的な礼法や作法に気づき，
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